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研究成果概要 
レーザー伸縮計については、安定した干渉データが得られるようになっている。また

超伝導重力計については４年間にわたって連続データが取得されている。信頼度の高い

地球自由振動データを得るべく観測データの収集を継続している。 

平成19年度に開発したレーザ地震計を平成20年中に超伝導重力計との並行観測を行な

った。両者の比較から両者のスケール定数の絶対値の精度が高いことが示された。また

関連して、超伝導重力計の特性に関する研究を行っている（Imanishi, 2009）。 

 2007年中、神岡から比較的近い地域で発生した能登半島と新潟県中越沖地震の２件に

ついて、地震に伴う重力変化の解析を行った(Imanishi et al., 2009)。地震に伴う重力

変化の観測例は比較的少なく、これらの観測は貴重な観測となった。 

2005年より繰り返し実施している重力の絶対測定値と超伝導重力計による相対的な重

力変化を比較し、両者の変化が良く一致することが示された（東ほか, 2009）。観測さ

れる大きな年周変化は陸水（積雪、地下水位）の季節変化が原因と推定された。 
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